













































































































MOD を学び、実践資格の MSW（master of social work）を取得すれば十分だと思っていた。正直なとこ














迷い始めていた時であったので、すぐにシカゴ大学の B-MOD 研究者を調べた。家族支援の B-MOD で
有名な Elsie Pinkston や、課題中心ケースワークの開発者として高名な William Reid などが SSA にいた。




























同僚の Tina Rzepnicki（昨年まで SSA 副研究科長）と一緒に吃音を修正するプログラムを開発し、ロシ
ア移民の男児を対象として効果を検証した論文である。これは 1984年に Jossey-Bass から出版された
Pinkston 先生ら編集の Effetive Social Work Practice に掲載された“Treating Stuttering by Using Parental At-
tention and a Structured Program for Fluency.”4）である。
博士論文の研究テーマは、Pinkston 研究室で開発した B-MOD を用いた「シングルペアレント子育て支
援パッケージ」の効果を維持するためのプログラムを研究開発することであった。タイトルは“Develop-
ment and Evaluation of a Program of Maximizing Maintenance of Effects with Single Parents.”5）である。効果の
汎化、維持（generalization, maintenance）に関しては、シカゴ大学の大先輩で当時カンザス大学教授であ


















Jean Marsh 先生はミシガン大学でソーシャルワークと心理学の Ph.D. を取得し、私がシカゴ大学に入学













































Marsh 先生や Roberts 先生からも助言を受け、取り組みを進めたが、結論から言うと ARMA モデルの
活用は難しいことがわかった。ここで詳細な説明はできないが、ARMA モデルに援助効果の変数を組み











plied Behavior Analysis）学会年次大会のポスターセッションで発表した。“Time Series Analysis as a Sup-
plement to Visual Analysis”という控えめなタイトルを付けて発表したが、思いがけず“Outstanding Poster
Award”を受賞した。同大会では Marsh 先生と一緒に臨床時系列データ分析のワークショップも開催した
が、予想以上に受講者が多く、翌年のウィスコンシン州ミルウォーキー市での大会でもワークショップを
実施した。これらをまとめ、IDMHDD 科研費による研究成果として 1982年、New Directions for Program
Evaluation : Application for Time Series Analysis（Jossey-Bass）に“Visual and Statistical Analysis of Clinical
Time Series Data.”8）というタイトルの論文を投稿し、採択された。また、日本に帰国後の 1984年には、




できたのである。博士論文の一部は一足先に“A Single-Parent Intervention to Increase Parenting Skills over



















































スは R&D（Research and Development）と呼ばれる。彼らはソーシャルワークにエンジニアリングの視点
を持ち込み、R&D によって有効な援助プログラムを開発する必要があると訴えたのである。Rothman は、








「ソーシャルワークにおける R&D（Research and Development 調査開発）」16）と題したレビュー論文を『青
少年問題研究』第 33号に発表した。
こうした文献研究を踏まえて、実践研究に取りかかることになる。桑田繁君という院生がいた。彼は関
























取り組みを理論化し、英文でまとめたものを、少し後の 2004年に“Behavioral Family Treatment in Japan :
Design and Development of a Parent Training Program.”19）として Harold Briggs と Tina Rzepnicki の編著 Us-
ing Evidence in Social Work Practice : Behavioral Perspective.（Lyceum Books）に投稿し、掲載された。



















このころ Rothman と Thomas は、social R&D や DR&U をさらに進化させ、D&D を公にする。1994
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こうして Thomas 先生の D&D を修正し、活用しやすくするさまざまな工夫を盛り込む作業も完了する
こととなった。修正された D&D、すなわち M-D&D（Modified D&D）の目的は、人びとのニーズに応え




ル（social work practice manual）」と呼ぶこととした。加えて、ソーシャルワーク実践モデルはソーシャル
ワーク実践の諸理論から演繹されるとともに、具体的な実践から帰納されるものであるとし、実践理論、
実践モデル、そして実践との関係を明らかにしたのである。このように明確化された構造は、Thomas 先
生の D&D にはなく、M-D&D の独自性を示すものである。また、先に触れた PEIM（人と環境の接点に
おけるマネジメント）がソーシャルワークの本質の一側面であることを示し、M-D&D によって生み出さ
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